
風と気圧　標準問題　解説
中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（気圧の高い所から低い所へ）

空気は、気圧の高い所から低い所へ向かって動きます。これが風です。

よくあるまちがい：高→低。

問2　答え：ア（強くふいている）

等圧線の間かくがせまいほど、短い距離で気圧が大きく変わるので、強い風がふきます。

よくあるまちがい：間かくがせまい＝気圧の差が大きい＝強い風。

問3　答え：イ（時計回りにふき出す）

北半球の高気圧では、中心から時計回りに風がふき出します。低気圧では、反時計回りにふきこみます。

よくあるまちがい：高気圧：時計回りにふき出す、低気圧：反時計回りにふきこむ（北半球）。

問4　答え：イ（上昇気流ができるから）

低気圧の中心にふきこんだ空気は上昇気流になり、上昇して冷えた空気から雲ができます。

よくあるまちがい：低気圧＝上昇気流＝くもり・雨、高気圧＝下降気流＝晴れ。

問5　答え：イ（海から陸へふく海風）

昼は陸の方が海よりあたたまりやすく、陸上で上昇気流が生じて気圧が低くなるので、海から陸へ海風が

ふきます。

よくあるまちがい：昼は海風、夜は陸風。

問6　答え：ア（大陸の方が海洋より冷えて、大陸上に高気圧ができるから）

冬は大陸が冷えてシベリア高気圧ができ、気圧の高い大陸から低い太平洋側へ北西の季節風がふきます

（西高東低）。

よくあるまちがい：季節風は、海風・陸風の大きな規模版と考える。

問7　答え：ア（太平洋上に高気圧があり、大陸の気圧が低いから）

夏は大陸があたためられて気圧が低くなり、太平洋高気圧から大陸へ向かって南東の季節風がふきます。

よくあるまちがい：夏＝太平洋高気圧から南東の風、冬＝シベリア高気圧から北西の風。

問8　答え：下の例

陸は海より冷えやすいので、夜は陸の方が低温になる。陸上の空気が冷えて気圧が高くなり、海上の方が気

圧が低くなるので、地表付近では気圧の高い陸から低い海へ風がふく。

採点のポイント：夜は陸の方が冷えやすい（低温になる）こと／陸の気圧が高くなり、陸から海へ風がふ

くこと

よくあるまちがい：陸は「あたたまりやすく冷えやすい」、海は「あたたまりにくく冷えにくい」。
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